
【取組内容④】 「校務の効率化」
学校・家庭間連絡システムの活用

千葉市立川戸中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

千葉市では、令和３年４月より、千葉市立学校共通の学校・家庭間連絡システムを導入し、
保護者から学校への欠席等の連絡や、学校から保護者への連絡を行えるようにしている。
このシステムの活用をさらに工夫し、学校からの多くの伝達事項について配布文書を減ら
すことに取り組んだ。また、校外学習、宿泊学習の様子をその日のうちに伝えるようにし
た。

宿泊学習の様子を
写真と一緒に該当
学年の保護者へ配
信した。

学年だよりを該当
学年を対象に配信
した。また、学校
だよりやＰＴＡ作
成のＰＴＡだより
は全校を対象に配
信した。

【成果】学校から家庭への配布文書をデジタル配信に変えたことで、学校評価アンケートにおける保護者の
「学校・学年だよりを見ているか」という問いに対する肯定的な回答が大きく向上した。この結果から、保
護者も学校からの通知等を確実に確認しやすくなったと感じたからではないかと推測できる。
また、宿泊学習等の様子を配信したことで、天候不順により道路状況が悪化し、帰宅できるかどうか、また
帰宅時間の目安などを逐一連絡できることは、保護者にとって安心材料となった。

欠席・遅刻日 学年・学級・出席番
号/児童・生徒名

種別 連絡内容

遅刻

病欠

病欠

欠席者や欠席理由、
症状、遅刻予定者の
登校予定時間などを
保護者が記入するこ
とができる。
職員は、一人一台端
末で教室など、どこ
でも確認をすること
ができる。また、職
員が確認したことが
保護者へ「確認済」
として通知されるの
は、お互いの確認が
取れてとても良い機
能であった。


